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【講義概要】

お医者さんが医学を知らなければ患者の病気を治すことはできません。浄土真宗

で例えるならば、心の病を治すお医者さんは阿弥陀さまだと言えます。僧侶が、直

接ご門徒さんの病を治すわけではありません。けれど、阿弥陀さまがどれほどの名

医であるか、大医王と呼ばれるような医者の王さまであることを紹介するのは僧侶

の役割です。

その阿弥陀さまや極楽浄土のことを解説したものが『聖典』と呼ばれる書物にな

ります。お釈迦さまが説かれた「経」、それをインドの菩薩さまが注釈した「論」、

そして中国と日本の高僧方が解説された「釋」に分類することができます。

インドの言葉で説かれた「経」や「論」も、シルクロードを経て、中国に至ると、

すべて中国の言語である漢字に翻訳されました。ですので、『聖典』の大多数は、

漢字・漢文で書かれています。私たち僧侶が、病を治す阿弥陀さまのことを学び、

阿弥陀さまがどんな病気をどう治されるのかを紹介するためには、この漢文の『聖

典』を学ばなければなりません。この講義では、まずは漢文を読むことに慣れるこ

とから始めたいと思います。

しかも、この書物は、普段読んでいる新聞や書籍とは違い、人間の価値観や判断

基準では理解できない事柄が説かれています。その阿弥陀さまの願いや、お釈迦さ

まの言いたかったこと、高僧方の深い考えを知るために、親鸞聖人は、この漢文は

こう読み下さなければならないと、読み方を教えて下さいました。

この講義では、漢文の基礎を学んだ後に、『聖典』の中でも、最も親しみのある、

お釈迦さまが説かれた「讃仏偈」や「重誓偈」、親鸞聖人が明らかにしてくださっ

た「正信念仏偈（お正信偈）」などを読んでみたいと思います。

いくら『聖典』を音読（読経）できても、そこに説かれた阿弥陀さまやお浄土の

ことを知らなければ、僧侶とはいえません。生涯にわたって人生の依り処となる『聖

典』を、どのようにして拝読するのか、どのようにして説かれているのかを学びた

いと思います。

【テキスト】

『浄土真宗聖典全書』第１巻（三経七祖篇）本願寺出版社

『浄土真宗聖典全書』第２巻（宗祖篇上）本願寺出版社

『浄土真宗聖典』（註釈版）本願寺出版社
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